
新規ビタミンC誘導体GO-‐‑‒VCの機能性と�
ニキビ及びその炎症に対する効果�



グリセリン(⽔水溶性) 

オクタノール(脂溶性) 

(GO-VCの構造式)�

l 両親媒性  (⽔水溶性+脂溶性) 

l グリセリンの保湿効果に加え、オクタノールの抗菌活性も期待される 

グリセリルオクチルアスコルビン酸  (GO-VC) とは�



ビタミンC (AsA) 及びGO-VCを2%含むローション(pH 5)を50℃で90⽇日間保存後、HPLCによる各残存量量を測定した。�
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GO-VCは⾼高い安定性を⽰示す�



下記はビタミンC (AsA)、APPS及びGO-VCを5%含む⽔水溶液を100℃で2.5時間保存した。�
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GO-VCは室温で1年年保存可能�
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ビタミンC (AsA)� アスコルビン酸リン酸Na (APS) �

アスコルビン酸グルコシド  (AG)� アスコルビン酸Na (AsANa) �
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ビタミンCや従来のビタミンC誘導体はアニオンとして⽔水に溶解する�



Control AsA (粘度度↓) 

VCIP  
(乳⽩白⾊色化) 

GO-VC 
(変化なし) 

APS (粘度度↓) AA2G (粘度度↓) 

APPS 
(粘度度若若⼲干↓、乳⽩白⾊色化) 

下記はジェルにビタミンC (AsA) 及びVC誘導体を5%添加した。�

GO-VCはジェルの粘度度を低下させない�
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GO-VCによるメラニン産⽣生の抑制�
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GO-VCによる線維芽細胞の増殖の促進効果�
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GO-VCによるコラーゲン産⽣生の促進効果�



Clinical Test 
⾚赤み、ニキビに対する改善効果�
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⾚赤みの数� ⾚赤みの⾯面積�

*� *�

GO-VCの⾚赤みに対する効果�



l 両親媒性  (⽔水溶性+脂溶性) 

l ⾼高い安定性 

l ジェルにも配合可能 

l 保湿効果に加え、抗菌活性も期待される 

l 線維芽細胞の増殖 

l メラニンの抑制 

l コラーゲンの増加 

l ⾚赤みの減 

l ニキビの改善�

グリセリン(⽔水溶性) 

オクタノール(脂溶性) 

GO-VCの構造式�

Summary 　-GO-VCの機能性- �






